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ACTH 非依存性両側副腎皮質大結節性過形成 (AIMAH) の 1例 :
近沢逸平，宮澤克人，田中達朗，鈴木孝治（金沢医大），中川 淳
（同内分泌内科），木下英理子（同病理） 本疾患は全クッシング症候
群の 1∼ 3％と比較的稀な疾患である．症例 : 65歳，女性．主訴 :両
側副腎腫瘍手術目的．既往歴 :高血圧，糖尿病．現病歴 : 2006年10月
19日，味覚障害にて当院内科に受診，高 Ca 血症，低 P血症を認め，
副甲状腺機能亢進症を疑われ精査目的で同年10月30日，当院内科入
院．腹部 CT にて両側副腎腫大も認められ，2007年 2月14日，耳鼻咽
喉科にて副甲状腺摘除術施行され，同年 5月14日，副腎手術目的で当







例 :川口昌平，宮城 徹，中嶋孝夫，島村正喜（石川県立中央） 症























































膀胱内注入療法にて中毒疹が出現した膀胱腫瘍の 1例 : 奥村昌央
（かみいち総合），今村朋理（富山大），荒井美奈子，大石直人（金沢
大皮膚） 症例は66歳，男性．2006年 3月29日に表在性膀胱腫瘍に対
し，TUR-Bt を施行し手術終了時に epirubicin 20 mg および生食 20 ml
を膀胱内注入した．31日に胸腹部，四肢に紅斑が出現し薬疹を疑い，
同日より抗生剤などのすべての薬を中止した． 4月 4日に 2回目， 6
日に 3回目の epirubicin を膀胱内注入したところ 6日夜に再び全身に
紅斑が出現し，皮膚科にて epirubicin による中毒疹と診断された．11
日に mitomycin C 20 mg および生食 40 ml を膀胱内注入したところ13














ため，経過観察とした．術後 3カ月での VCUG では瘻孔の痕跡と思
われる所見はなかった．現在も臨床症状はなく，経過観察中である．
女子尿道海綿状血管腫の 1例 : 酒本 護，石川成明（高岡市民），
岡田英吉（同検査） 症例 : 72歳，女性．主訴 :外尿道口部腫瘤より
の出血．家族歴 :特記すべきことなし．既往歴 :子宮筋腫（40歳）．















超音波検査，MRI にて前立腺癌の所見は認めなかったが PSA 高値に
て前立腺生検施行したところ，マントル細胞リンパ腫の前立腺浸潤と
診断された．プレドニゾロン，CHOP 療法，リツキシマブにて軽快




アンドロゲン不応症 (Androgen insensitivity syndrome) の 1




を認めなかった．遺伝子検査にて 46XY であり，AIS 疑いにて当院婦
人科を紹介受診後，当科へ紹介となった．AIS に伴う停留精巣は腫瘍
化の懸念があり， 7月 2日に腹腔鏡下両側性腺摘除術を行った．美容
面を考慮し，下腹正中線上に 10 mm ポート 1つ，5 mm ポート 2つ








筋脂肪腫（以下 AML) と診断された37例（男性14例，女性23例 ;右
腎19例，左腎15例，両腎 3例），40腎．［結果］脂肪検出率はエコーが
82％，CT が71％，MRI が56％であった．手術施行例は16例で男性
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